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第23回天草最高峰倉岳ウォーク協賛団体等一覧表

棚
底
地
区
振
興
会
な
ど
で
つ
く
る

実
行
委
員
会
は
、
十
一
月
六
日(

日
）
、

「
第
２
３
回
天
草
最
高
峰
倉
岳
ウ
ォ
ー

ク
」
を
開
催
。
倉
岳
小
学
校
を
発
着
と

す
る
コ
ー
ス
に
天
草
島
内
か
ら
１
８

０
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。
倉
岳
の
知
名

度
ア
ッ
プ
と
観
光
振
興
を
図
る
た
め

毎
年
実
施
し
て
い
る
事
業
で
あ
る
。

近
年
、
「
天
空
の
鳥
居
」
が
交
流
サ
イ

ト(

S
N
S
）
で
話
題
と
な
り
、
県
内
外

ナ
ン
バ
ー
の
車
両
が
連
日
、
山
頂
へ
と

通
行
す
る
光
景
を
見
る
と
何
と
か
し

て
地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る
方
策
は

な
い
か
と
つ
い
考
え
た
く
な
る
。
そ
う

い
っ
た
意
味
で
「
倉
岳
ウ
ォ
ー
ク
」
は
、

棚
底
の
魅
力
を
広
く
知
っ
て
も
ら
う

い
い
機
会
だ
と
思
っ
た
。

当
日
は
倉
岳
下
ろ
し
の
風
が
や
や

強
か
っ
た
が
、
小
春
日
和
で
汗
ば
む
陽

気
の
中
、
参
加
者
は
、
車
道
コ
ー
ス
と

ト
レ
イ
ル
コ
ー
ス
に
分
か
れ
、
『
天
空

の
倉
岳
』
を
目
指
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。

距
離
は
長
い
が
、
緩
や
か
で
比
較
的

歩
き
や
す
い
車
道
の

A

コ
ー
ス(

８
、

５
㌔
）
は
、
１
１
２
名
が
参
加
。
木
々
の

切
れ
間
か
ら
見
え
る
不
知
火
海
に
浮

か
ぶ
島
々
を
眺
め
な
が
ら
マ
イ
ペ
ー

ス
で
気
持
ち
よ
さ
そ
う
に
山
頂
を
目

指
し
て
お
ら
れ
た
。

一
方
、
距
離
は
短
い
が
急
坂
が
多
い

ト
レ
イ
ル
の

B

コ
ー
ス(

４
，
５
㌔
）

に
は
、
６
８
名
が
挑
み
、
滑
り
や
す
く

険
し
い
山
道
を
大
人
に
交
じ
っ
て
、
陸

上
ク
ラ
ブ
の
小
学
生
１
０
数
名
が
、
元

気
い
っ
ぱ
い
に
駆
け
登
っ
た
。

山
頂
に
ゴ
ー
ル
後
は
、
地
元
特
産
品

な
ど
が
当
た
る
抽
選
会
の
結
果
を
見

よ
う
と
当
選
番
号
が
張
り
出
さ
れ
た

処
に
駆
け
寄
り
、
一
喜
一
憂
し
て
い
た
。

お
目
当
て
の
自
転
車
は
、
本
渡
町
か
ら

参
加
の
松
本
さ
ん
が
当
選
。
「
こ
れ
ま

で
数
回
参
加
し
て
い
る
が
、
１
回
も
当

た
っ
た
こ
と
が
な
い
の
で
、
ビ
ッ
ク
リ

し
た
。
間
違
い
で
は
な
い
か
と
何
度
も

確
認
し
た
。
」
と
話
さ
れ
て
い
た
。
因
み

に
自
転
車
は
後
日
、
奥
様
と
二
人
で
受

け
取
り
に
来
ら
れ
た
。

最
後
に
ご
協
賛
頂
き
ま
し
た
事
業

所
の
皆
さ
ん
、
準
備
か
ら
運
営
な
ど
に

ご
尽
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
関
係
者
の

皆
さ
ん
大
変
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

Aコース中腹付近を登山中の参加者ら風光明媚な不知火海を眺めながら昼食タイム＝山頂広場
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１０月末
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９月末

480 1,029（-2）

922
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１０月末 ９月末

601（-2)

高齢化率
５１.３０％

人　　口

　人口動静

世　帯　数

棚　底

浦 273（0）273 603

441(-2）

1,193（-3）

宮　田 443

2,556 2,548（-8）合　計 1,196

今月の石垣散策トイレ掃除当番
自治環境部会 毎週 火、土曜日

倉岳小学校 毎週 木曜日

１２月１６日（金）防犯パトロール

１２月１８日（日）えびすマラソン大会

１２月２８日（日）仕事納め～1月３日(火）

１月 ３日（火）「二十歳のつどい」

（コロナ禍のため変更になる場合あり）

振興会部会員必見！

棚
底
城
通
信
第
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棚
底
城
跡
の
Ⅱ
郭
で
は
、
現
在
整

備
工
事
の
真
っ
最
中
で
す
。
遺
構
を
守

る
た
め
の
保
護
盛
土
を
し
た
う
え
で
、

雨
水
の
流
れ
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る

排
水
設
備
を
設
け
、
来
訪
者
が
安
全
に

見
学
で
き
る
よ
う
階
段
を
取
り
付
け

た
り
、
東
屋
を
建
て
る
こ
と
を
計
画
し

て
い
ま
す
。

東
屋
は
、
発
掘
調
査
で
確
認
さ
れ
た

戦
国
時
代
の
建
物
と
同
じ
寸
法
で
柱

を
立
た
せ
ま
す
。
た
だ
し
、
当
時
の
建

物
の
復
元
だ
と
誤
解
さ
れ
な
い
よ
う

に
、
あ
え
て
現
代
的
な
建
築
デ
ザ
イ
ン

を
採
用
し
ま
し
た
。

Ⅱ
郭
整
備
工
事
は
、
来
年
３
月
末
に

竣
工
予
定
で
す
。

(

天
草
市
文
化
課

宮
崎
）

～
棚
底
城
跡
Ⅱ
郭
整
備
工
事

を
し
て
い
ま
す
～

【Ⅱ郭整備工事のようす】

「
自
分
た
ち
が
住
ん
で
い
る
天

草
を
知
る
楽
し
さ
と
生
き
が
い
を

持
っ
て
、
い
き
い
き
と
し
た
暮
ら

し
を
送
っ
て
も
ら
う
こ
と
」
を
目

的
に
開
校
さ
れ
て
い
る
天
草
市
社

会
福
祉
協
議
会
が
主
催
す
る
「
天

草
い
き
い
き
夢
大
学
」
の
受
講
生

４
７
名
が
修
学
旅
行
で
棚
底
に

や
っ
て
来
ら
れ
た
。

当
日
は
、
小
春
日
和
の
中
、
案
内

人
の
会
ガ
イ
ド
の
歳
川
さ
ん
が

「
霊
峰
倉
岳
を
探
訪
」
～
天
空
の
鳥

居
へ
～
と
い
う
テ
ー
マ
で
棚
底
に

点
在
す
る
歴
史
的
に
価
値
の
高
い

史
跡
や
建
造
物
を
案
内
さ
れ
た
。

受
講
生
ら
は
、
先
ず
初
め
に
上

津
浦
氏
と
栖
本
氏
に
よ
る
争
奪
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
中
世
の
城
、

棚
底
城
跡
を
見
学
。
そ
の
後
、
倉
岳

山
頂
へ
移
動
。
近
年
、
イ
ン
ス
タ
映

え
す
る
「
天
空
の
鳥
居
」
と
若
者
た

ち
に
人
気
の
倉
岳
神
社
に
参
拝
し
、

古
く
か
ら
、
修
行
僧
が
多
く
訪
れ
、

山
岳
信
仰
の
霊
山
と
し
て
崇
め
ら

れ
て
き
た
歴
史
を
学
ん
だ
。

そ
れ
か
ら
山
頂
広
場
で
弁
当
を

食
べ
暫
く
休
憩
。
下
山
後
、
他
に
類

例
の
な
い
石
垣
群
と
コ
グ
リ
を
見

て
先
人
の
知
恵
と
労
力
に
感
心
。

次
に
天
草
で
も
由
緒
あ
る
諏
訪
神

社
、
江
岸
寺
を
探
訪
し
た
。

魅
力
い
っ
ぱ
い
の
棚
底
の
自
然

と
歴
史
に
触
れ
て
受
講
生
は
、
「
棚

底
に
こ
ぎ
ゃ
ん
よ
か
と
こ
っ
が

あ
っ
と
は
知
ら
ん
か
っ
た
、
来
て

よ
か
っ
た
バ
イ
」
と
満
足
そ
う
に

話
さ
れ
て
い
た
。

【いきいき夢大学の受講生ら＝あすなろ会の鳥居前】
天空の鳥居を見学する受講生


